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論 文 内 容 の 要 旨
本稿は、中江藤樹(1608～48)の 学問にっいて先行の藤i樹研究史の軌跡をふまえてこれを吟味 ・
検討 した上で、わたし自身の積年の研究成果により、藤樹学を文献史的研究に基づ く思想の形成史
的研究にたって、多面的 ・総合的にとらえたもので、本稿 は 「序章」以下、「終章」 まで併せて五
っの章か ら成る。
この点を明確にするために、まず、「序章 藤樹学の研究 と方法」は 「第1節 藤樹研究の軌跡」
において、戦前 ・戦後の藤樹研究史を概観 している。




を多 く有 していることは、言うまでもない。詳 しくは本文において研究の具体的内容を記 している
ので、 ここでは省略するが、総 じて戦前の藤樹研究の特徴は、文献資料の不備もあ って、藤樹の学







戦後は、藤樹の文献資料 もほぼ出揃 うことによって、実証研究 と併せて従来の固定的観念やイデ
オロギーにとらわれない思想の形成史的研究において、.清新です ぐれたいくつかの論文や著書が発
表され、とくに社会思想史的視点にたつ研究がみられるようになったことが、特徴的である。
ただ し、厳密な文献批判 にともなう形成史的研究 という視点において未解明の部分を残 しっっ、
藤樹学の全体像や本質の問題という重要な研究課題が見過 ごされてきたことは否めない事実であっ
た。
わたしは、序章 「藤樹研究の軌跡」で従来の藤樹研究にみられる先行説を明 らかに し、 「問題の
所在」および 「藤樹学研究の視点」で本稿 との相違点を述べているが、 このことについては後に言
及する。
藤樹学の思想形成、とくにその形成過程を重視することと、思想のまとまりを明らかにする意味
で、わたしは藤樹の学問形成を前期(27歳 まで)・ 中期(37歳 まで)・後期(41歳 まで)に 区分 し、
中期をさらに中期前半(27～32・3歳)お よび中期後半(32・3～37歳)に 分けた。以上の四っの
時期区分に対応 して、わた しは本論をそれぞれ第1章 ・第2章 ・第3章 および第4章 に区分 し、藤
樹の思想内容を明 らかにした。
「第1章 前期の思想」において、まず、前期は、藤樹が朱子学に傾倒 し 「四書」を中心とした
「格法」の時期であり、朱子学的 「格法」 と儒教の理想主義 との軋蝶にあって心身症 に陥るカも 藤
樹の問題意識には 「明徳親民の実学」をめざし、「権」的 「時中」を 「わが道」 とす る道徳意識 の
萌芽がみられる。さらに曳藤樹には 「師道」のあるべき姿を追求する教育観がみ られる点で、わた
しは前期を藤樹学萌芽期ととらえることに言及 した。
「第2章 中期前半の思想」 は、藤樹が27歳 に脱藩後、前期の朱子学 による 「四書」中心の学問
から 「五経」中心の学問へ と、学問的関心が移 り、なかで もまず、『易経』への傾倒によって変化
に対処することに関心を寄せるとともに、31歳 に 『原人』『明徳図説』および 『持敬図説』 を著述
してはじあて 「畏天命」「尊徳性」の宗教思想および道徳思想を主張 し、朱子学か らの離脱 と批判
の姿勢をみせることを述べた。「持敬」説において藤樹は、朱子および程門諸氏 との工夫において
「本末先後の異」が存在すること、および、学問論 ・入性論において朱子が(1}「本体」 と 「未発」
に分けること、② 「仁」 と 「愛」を二物とすることを批判 し、藤樹は両者を渾一的全体とみなすこ
と、を述べた。また、道徳思想 において、藤樹は朱子のごとく 「本体」 と 「作用」を峻別すること
なく、現実の 「実態」に即 して道徳的本性一 「五常の性」一を基礎づけるとともに、道徳を固定的
にとらえず、「時」の変化に柔軟に対処 し、一方、朱子学的規範や秩序を相対化する論拠 として、
「心」が 「神理」に合致する生き方を唱える。
中期前半、31歳 の著 『捷径医箆』における医学思想 として、わた しは情動 と内臓の関係、および、
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医学思想と教育 との関係一 胎児教育と幼児の溺愛」にあたえる医学的影響の問題をとりあげた。
「第3章 中期後半の思想」は、中期前半の宗教思想が 「敬」中心であり、 これに対応 して自他
に厳 しいリゴリズムの倫理観をみせていたのと異なり、『孝経』の受容によって藤樹は 「敬ハ愛二
本(モ ト)ヅ ク」(1,421ペ ージ)と いう明白な自覚にたっが、 このような 「愛」中心の倫理観 は、
先の 「畏敬」の 「皇上帝」信仰か ら 「慈愛」の 「大乙神」信仰への変化と対応 して現れることを述
べている。
宗教思想として注目すべきことは、藤樹が運命的 「禍福」の 「　」 も 「生後の行」によって 「禍」
を消変 しうるという運命可変説を説き、また仏教思想 の受容において 「今生の心」がそのまま 「後
生の心」であるか ら、「今生の心」において 「明徳仏性」が明らかであれば 「後生の心」 はすなわ
ち 「極楽の佛果」にいたる、 と述べて 「極楽」「地獄」が来世にあるのではな く、 ただ今 の心 にお
いて永遠絶対である、とみなしたことである。さらに、道教思想 の受容では、(1)道教の神である




に対処する行動が重視されるが、『翁問答』では 「礼法」は 「権」を行 う手段であり、「立法の本意」
が一人ひとりの 「権」にあり、「権」は心が 「神理」に合致するような行動である、 とみなされる。
第二は、先の 「上帝」観に対応 して社会福祉の思想がみ られることを、『鑑草』 と 『陰騰解』 に
おいてとりあげた。




の学問的特徴の第一は、藤樹が道家思想を受容 し、いわゆる 「心遊」差別説 に基づいて 「仏法方便
説」が主張され、この観点か ら仮名草子文学 としての 『鑑草』が著 されるとともに、「老仏」 の学






をとりあげた。(1)は、陽明学の受容 と批判、(2)は、藤樹の学問 と思想および宗教思想、 さらに、藤
樹学の本質をなすとみ られる 「藤樹心学」の形成 と意義、(3>は、後期の教育思想の特性 と藤樹の教
育 目的観 と教育方法を考察 した。
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陽明学の受容にっいては、陽明学の特徴である① 「知行合一」説、② 「致良知」説、③ 「事上磨
練」説、④ 「万物一体」説、がどのように藤樹の学問に受容されているかを吟味 ・検討した。また、
藤樹学の形成については、陽明学 との関連において藤樹の学問が①普遍的人倫愛の思想を有 し、②
政治 ・経済思想の特徴 として 「遊民」批判の面から 「大道」の社会を理想とすること、を述べた。
後期 「円熟期の藤樹の学問 と思想を、わたしはとくに 「意念」の解放による 「自立」の観点と、
存在論 としての 「理気」融合の観点からとりあげるとともに、後期藤樹学の哲学が 「調和」と 「総
合」にその特徴をもっ ことに着目して、(1>「艮背敵鷹」の思想、② 「心迩」融合論の展開、(3)「朱
王」の批判的総合、(4)「心」「事」合一の問題、⑤ 「誠意」「格物」 の統合 「致知」、⑥ 「天」 と
「人」 の相関性、(7)医術と 「心術」の統合、の問題をとりあげた。また、後期における宗教思想 の




性格、② 「深層心理」的性格を有す ること、その内容 として①心理分析、② 「辮惑 の対算」、③錬
金術とカウンセリング、を 「心術」 とすることを述べた。 ここで注目すべきことは、中期の学問的
立場であった 「儒道の心学」でその内容 と具体的方法が不明確であった 「心学」が、後期 「藤樹心
学」においては明白に深層心理の分析 と方法をともなった方法論として確立 し、藤樹独 自の実践的
「心術」.としての性格にまで深化をとげているということである。
最後に、「円熟期の教育思想」の特性として、本稿は① 「理気」不二 ・ 「体認」 の教育観、②凡
情観の発展 とカウンセリング、③ 「感化」の教育、④ 「道」の形成と 「真吾」の実現、について と
りあげ、教育目的観の変遷および方法の特性 として①生活体験学習の重視、②自己洞察学習、③行
為的直観法、④生活討論学習 と個別的カウンセ リング、の諸問題をとりあげた。
「終章」は、第1節 「時期区分 と思想の構造」、第2節 「藤樹学の構造 と本質」 か ら成 り、第1
節はこれを1「 前期の思想構造」、2「 中期前半の思想構造」、3「 中期憐半の思想構造」、4「 後
期の思想構造」について言及 した。
わたしは、藤樹の思想を構成す る基本的要素を、(1)宗教性 ・(2)社会性 ・(3)自立性、の3つ の基軸
でとらえることにした。
まず、1「 前期」 は、藤樹が 「礼法」の 「　」に自己の 「心」を従わせ る朱子学理想主義の生 き
方から自由な 「心ゴが社会的規範や秩序の 「迩」に拘束 され、いまだ 「天の人格的把握」 という自'
己の宗教的超越者との関係をもっにいたっていなかった。
2「 中期前半⊥ は、社会的規範 ・秩序か ら超越する 「天道の神理」に合致す る生 き方を現実の具
体的場面一時 ・所 ・位一におし)て実現することを求めると同時に、藤樹は自己と超越者一 「皇上帝」
一との関係、および、自他に内在する 「徳性」との関係を 「畏天命」および 「尊徳性」一 「持敬」一
といい、ここにいたって 「天の人格的把握」・か ら他者との関係を説 くことになる。 また、経伝学習
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の方法 として 「心　」差別説を提唱す るなど、わた しはこの時期を教育方法の観点において模索期
と名づける。
3「 中期後半」は、宗教方法として 「上帝」の 「祭祀」を伴った 「霊像奉行」が行われる 「大乙
神」信仰の時期で、『孝経』の受容によって 「皇上帝」信仰と対照的に、「慈愛」 の対象 としての
「大乙神」信仰へと、藤樹の宗教観 は大きく変化をみせる。この宗教観の変化 に対応 して藤樹の倫
理観 もまた積極的意味を もった 「慈愛」の奉仕活動 としての社会福祉の思想を生むのである。
4「 後期」は、本論において詳述 したように、藤樹は(1>自己と超越者とのかかわ りにおいて 「天
人合一」を、(2)自己と他者とのかかわ りにおいて 「人我合一」を、(3)自己と自己自身とのかかわ り
において 「心気合一」を求める。とくに、後期は、 自己と自己自身との関係を基軸とした 「藤樹心




られる 「心術」を中核とする 「藤樹心学」を本質とする普遍性の強い人間形成の目的と方法を もっ
学問であることを強調 している。





ていた 『捷樫医茎』、および、『本草綱目』や 『化書』という、自然科学の分野に属すとみ られる書
物にっいて もその典拠を明 らかにしている。これ らの文献は、藤樹学の形成に重要な影響をあたえ
ている。たとえば、『捷径医茎』 は藤樹の教育思想 との関係で(1>胎児教育の身体的基礎 として妊婦
の身体活動や食物摂取が胎児に与える影響、②幼児教育における 「溺愛の戒め」として、「疽疾」
および 「癖疾」がとりあげられ、これが後の 『翁問答』や 『鑑草』の思想に重要な影響をあたえて
いるζとくに、医学用語とみ られる 「表裏」概念は、藤樹に現象や事実の背後にか くれた、意識下
や 「心裏面」の世界を着目させる契機をあたえさせた点で重要な意味をもっ。『本草綱 目』 は中期
前半の著作とみ られる 『五性図説』、および 『大上天尊大乙神経序』(33歳 著)に 登場するが、その
典拠および意義について言及するものは皆無であった。『五性図説』 は、道徳本性一 「五常の性」一
を現実の実態一 「情」一に即 して 「天命の本然」 として実体論的に基礎づけるために、『本草網 目』
(李時珍著、全52巻)か ら四列、『化書』(南 唐の讃謂、6巻)か ら二列、それぞれ引用 している。
また、『大上天尊大乙神経序』並 びに 『憲符疑解』は、李時珍が 『本草網 目』で射が 「獣 ヲ祭ル ヲ
知ル」 こと、および、獺(か わうそ)が 「魚 ヲ以テ天 ヲ祭ル」 ことを受けて、「夫 レ以(オ モンミ
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ルニ)射 獺ハ形偏気 ヲ受 ク ト雛 ドモ、一点之霰明、猶ホ昧カラズシテ、而 シテ獣ヲ祭 リ魚ヲ祭ル。
而(シ カ)ル ヲ況ヤ人ハ萬物之簸貴ナルヲヤ。是 ヲ以テ先聖、報本之礼 ヲ脩メ、以テ天下後世 ヲ教
フ。」(1,138ペ ージ)と 述べ、さらに 『璽符疑解』でも 「射獺之賎 しき者 ト錐 ドモ、魚獣 ヲ祭ルヲ
知ル。而ル ヲ萬物之塞 ヲヤ。此 レ乃チ塞像祭祀之由テ制作 スル所也」(1,149ペ ージ)と 述べて、
「生養之本(モ ト)」が 「大乙神」一天一にあることを知 って 「報本之礼」を行わしめる藤樹の ・「露
像祭祀」の宗教思想にこれらの書物が重要な影響をあたえるのである。このように、『捷径医笙』、





が、先行説はほとんどすべて 『鑑草』を晩年の著作 とみなして藤樹学の思想を構成 し、いわば藤樹
の究極的な学問的立場を表明するもの、 ととらえてきたのである。 ところが、『鑑草』 の製作年代
を吟味 し、著作年代の誤 りを十分に正すことによって 『鑑草』の製作が36歳以前の中期に成るもの






ることによって、はじめて客観的に 『鑑草』が中期一3g歳 まで一の著作であることが論証され うる
のである。「儒道の心学」 は儒教を基軸として仏教および道教が受容されているが、 いまだ 「心学」
における具体的方法としての 「心術」一 「心術の精微、用功下手の実地」(3,278ペ ージ)が 詳 しく
論述されるに及んでいない。だが、「藤樹心学」の段階では 「意念」の解消ばかりでなく、「本心」一
良知一および 「本心の実体」一温知 ・慈愛 ・恭敬 ・幌埋の心一の普遍性を基軸としてこれをいかに




と 「凡情」を構成する 「心裏面」の 「意念」の葛藤の問題、すなわち、「意念」の解消のみならず、
「本心」一 「良知」一のめざめへの 「(意)志 」の確立にいたる 「心術」を、・個別的カウンセリング
を通して行 うところに、藤樹学の本質があり、 ここに魂(た ましい)の 教育者としての藤樹の真面
目があると考える。藤樹はこの意味で儒者 としては類いまれな実践的カウンセラーとしての心理分












①は宗教性、②は社会性一これには倫理 ・政治 ・経済など、経世思想を含む一、③ は心理的内面
性一文学 ・心理思想など一、これらが以上の三者の関係に含まれるのである。 この三者は、それぞ




藤樹の場合、「天」はきわめて超越的性格が強 く、「人」および社会の 「外」にあって 「造化」の
主宰的正確を強 くもっとともに、 自己の 「心」の 「内」にあって、凡夫の情を規制する 「情理」 と
して 「心学」に影響をあたえることになる。
一般的にいって朱子学においては 「天」は 「人」や社会に内在 した非人間的な 「理」=「 天理」
として規定され、現実の社会秩序に従わせる保守的機能を果たし、社会的秩序が絶対化されるとと
もに、「天」 と 「人」 とには緊張 した宗教的関係が希薄化されるのである。
これに対 して、「天」の把握の相違から、藤樹においては① 「天」が 「人」と社会 との 「外」 に
あって 「心」と結びっいて両者の間には緊張 した関係がみられるとともに、②現実の社会秩序に対
して 「天」=「 心」の 「変革」 と 「超脱」の機能を果たすのである。
また、朱子学的 「理」が藤樹においては、人間に宿 る 「鑑妙不測、活活々地」な 「性」 として内




以上の三者が相互に浸透 ・融合 しっっ、三者の有機的関連 において藤樹学の構造が成 り立つのであ
る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、序章三節、第一章二節、第二章六節、第三章五節ぐ第四章五節および終章二節か らな
る。
序章 「藤樹学の研究 と方法」では、第一節 「藤樹研究の軌跡」で明治時代以降の藤樹研究史を概
観 した上で、第二節 「問題の所在」および第三節 「藤樹学研究の視点」で、厳密な文献史料批判 ・
典拠となった中国文献の精査 ・形成過程を注視 した思想の把握などを通 じて、藤樹の思想を三期に
分けっっ総合的にとらえるという、論者の視点 ・方法を提示する。
第一章 「前期の思想」では、27歳 までの藤樹の思想を考察する。第一節 「前期の生活」で伊予国
大洲藩士としての藤樹の生活を概観 したのち、第二節 「前期の思想」でこの期の藤樹の思想が、朱
子学的 「格法」主義の枠内にありっっ も、心の自由を求あた中期の 「権道」論の萌芽をもみせてい
たとする。
第二章 「中期前半の思想」では、脱藩 ・帰郷 した27歳 か ら31-32歳 までの藤樹の思想を考察する。
第一節 「生活と思想傾向」では藤樹が郷里近江国小川村の新 しい生活環境の中で、前期の、四書を
中心とした朱子学流の学習か ら 『易経』ほかの五経中心の学習に転 じつつ新 しい学問 ・思想を求め
たとし、第二節 「宗教思想と人間観」ではこの期に成立 した皇上帝信仰が 「畏天命」と 「尊徳性」
を柱とするところの、朱子学的見地から離脱を見せた独自の宗教であったとする。第三節 「学問論 ・
人生論」 ・第四節 「道徳思想の形成」では藤樹がこの時期朱子学の存在論=理 気二元論を否定する
理気相即見地を創造 しっっ、本体と作用、性と情とを区別する朱子学とは異なる、本体即作用、仁
即愛 ととらえる見地や朱子学の本体論的人間観とは異なる実体論的人間観などを形成 したとする。
藤樹研究史上の重要な新指摘である。第五節 「医学思想」では人間の情動と諸々の内臓 とが相互 に
関連ない し作用し合うとの見解が藤樹 にみられるとする。第六章 「教育思想」ではこの期の藤樹 に
は31歳時の朱子学的敬中心の教育観か ら愛中心の非朱子学的教育観への移行がみとめられる「と説 く。
第三章 「中期後半の思想」では、31-32歳 から37歳 までの藤樹の思想を考察する。第一節 「『孝』
思想の受容と形成」 ・第二節 「宗教思想の形成」では藤樹が 『孝経大全』を読んだことによって中
期前半の厳格な 「敬」中心の倫理観から中期後半の寛容な 「愛」中心の倫理観への移行がなされた
こと、これに伴って中期前半の 「畏敬の」皇上帝信仰がこの期の 「慈愛の」大乙神信仰へと転換 し
たことを指摘する。中期の藤樹についての新たな重要な知見である。第三節 「社会倫理思想の形成」
ではこの期に成った 「権」の思想が、既存の礼法 ・法度を相対化 しつつ、個人の主体的生 き方を可
能にする面を持っていたことを確認する。第四節 「藤樹学形成期の道徳思想」ではこの期の藤樹が
理気相即の非朱子学的存在論に立ちっっ、朱子学の本体論的道徳観か ら全 く離脱 して、人間の心身
の現実に対応する実態論的道徳観を説いたこと、これに伴って 「凡情」の扱いが道徳論の中心的課
題となったことなどを指摘する。第五節 「学問論と教育思想」 はこの期の学問が仏教 と道教 とを
「方便」 として包摂 したところの 「儒道の心学」 という姿をとったこと、「権」 の思想 に基づいて
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「形式的規範か らの解放」を説 く教育論が形成されたことなどを説 く。
第四章 「後期の思想」は、37歳 以後の藤樹の思想を考察す る。第一節 「陽明学の受容と藤樹学の
形成」は藤樹が知行合一 ・致良知 ・万物一体などの陽明学の重要な思想的要素を受容 しなが ら、人
間内面の心の把握や心を修める方法の面で陽明学 とは異なる見解を形成 した事実を、藤樹独自の誠
意説などにより指摘する。第二節 「後期の学問と思想」では藤樹が中期前半以来の理気相即の存在
論を継承 ・発展させっっ、調和と融合を特色とする独自の学問を形成 したと説 く。第三節 「宗教思
想」 はこの期の藤樹が神(大 乙神)の 慈愛を中期にも増 して強調する宗教思想を形成 したとする。
第四節 「『藤樹心学』の形成 と意義」は、後期藤樹学の最大の特徴が 「藤樹心学」 にあるとして、
「藤樹心学」が、心の次元で道をわが物にしようとする 「悟道的」性格 とともに、心 の深層にまで
立ち入って心の本来的あり方を追求する 「深層心理」的性格を も有すると説 く。後者を深層心理の
分析とカウンセ リングという癒 しの方法 とをもった実践的 「心術」 とする。 かか る二面を もった
「藤樹心学」が近江国小川村の周辺の武士 ・農民に説かれ、実践されたとする。従来 の研究史 に全
くみ られなかった新見解である。第五節 「円熟期の教育思想」 はこの期の藤樹の理気相即の存在論
や実体的人間観を前提にして成立する教育思想の特色をとらえている。
終章は第一節 「時代区分 と思想の構造」 と第二節 「藤樹学の構造と本質」 とからなる。 とくに藤
樹の思想を構成する基本的要素を、 自己と超越者 との関係をめ ぐる 「宗教性」、 自己と社会 との関
係をめぐる 「社会性」、自己と自己の心の内奥との関係をめ ぐる 「自立性」の三っの基軸でとらえ、
これら三者からなる構造体 として藤樹の思想を総合的 ・統一的にとらえていることが注目される。
総 じて本論文は、従来の研究史の欠点を補わん として、藤樹著作物の史料批判、典拠 となった中
国文献の調査、形成過程を注視 した思想の内在的把握などを精力的かっ的確に行 うことによって、
藤樹の思想を総合的 ・統一的にとらえ、多 くの新知見を提示 して藤樹研究に新生面をもたらしてい
る。史料解釈の上で、趣旨の展開の上でやや説得力を欠 く箇所 もなくはないが、論文全体の価値を
損なうものではない。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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